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図 1. 処理一覧 
 









図 2. 会話表示、1行表示 
 








図 3. 会話表示、1行、品詞表示 
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図 4. 会話表示、2行、品詞表示 
 












図 5. 検索条件一覧 
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図 6. 会話表示、1行、「か」検索 
 







図 7. KWIC、基本形「なる」検索 
 










図 8. KWIC、日本語母語話者、接続助詞＋終助詞 
 
 図 8 は、「母語」の項目を「日本語」、「品詞下位分類」の項目を「接続助詞」と指定して
検索し、更に検索語の右 1つ隣に、「品詞下位分類」の項目で「終助詞」がある結果のみを
抽出し、それを、検索語の位置を第 1条件、右 1を第 2条件でソートしたものである。つ
まり、日本語母語話者が使った「接続助詞」＋「終助詞」の例を、使用された接続助詞と
終助詞でまとめて並べたものである。検索結果は 28 で、内訳として「けど＋ね 10」、「から
＋ね 5」、「し＋ね 3」、「と＋ね 3」などが多いことが分かる。次に学習者の使用例と比べる。 
 
 
図 9. KWIC、日本語学習者、接続助詞＋終助詞 
 








































































































図 10. タグ内在形式の図 
 
昨日、しゅっ、受験を受けたけど、あのかっこうに私行けるかな 
図 11. タグ無し形式の図 
 
発話者Ａ 昨日、しゅっ、受験を受けたけど、あのかっこうに私行けるかな 
種別    言い淀み 
誤用           重複 
文型              N5:けれど（も）＜逆接＞ 
正しい形                   学校 
読み                        わたし 
音声                             ↑ 
  
発話者Ｂ うんうん 
図 12.  階層別タグ記述形式の模式図 
 
 図 10 から図 12 は、全て同じ発話内容をコーパス化したものである。発話内容と発話内
情報があり、3つの図は全て、発話内容は同じだが、情報タグの記録形式に違いがある。 
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  昨日、しゅっ、受験を受けたけど、あのかっこうに私行けるかな 
 
発話内に記録された情報 
  しゅっ  言い淀み 
  受験を受けた 誤用：重複 
  けど  日本語能力試験 N5 相当文型：けれど（も）＜逆接＞ 
  かっこう  正しくは「学校」 
  私   読みは「わたし」 
  うんうん  別の発話者による重なり 
  行けるかな  上昇イントネーション 
 


















 多くのコーパスはこれら図 10 と図 11 のように、「機械では扱いにくいが豊富な情報が付
与され人間には読めるコーパス」か、「発話に含まれる情報はほぼ扱えないが機械処理に向
いているコーパス」のどちらかになる。 
 図 12 は、その両方のメリットが両立する形式で、本システムの形式である。この形式で
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表記形 京都 に ずん で 京都 弁 を 使い ます 
基本形 京都 に 住む で 京都 弁 を 使う ます 
活用形 --- --- 連用形 --- --- --- --- 連用形 終止形 
読み キョウト ニ ズン デ キョウト ベン ヲ ツカイ マス 
プロソディ -- -- -- -- ！ ！ -- -- -- 
重なり 有 有 無 無 無 無 無 有 有 
誤用 - - 発音 - - - - - - 
文型 N4 --- --- --- て(緩い連結) --- --- --- --- --- 
図 13.  形態素単位での情報付与の模式図 
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母語 日本語レベル 来日時 
日本語の 
勉強法 
01 21 女 台湾 台湾 中国語 上級 2010 09/ 大学の授業
02 19 男 東京都 大阪府 日本語       
03 22 女 韓国 韓国 韓国語 上級， 2 級 2010 09/17 独学 
04 20 男 愛知県 愛知県 日本語       
05 23 男 台湾 台湾 中国語 上級， N1 2010 09/15 大学の授業
06 20 女 滋賀県 日本 日本語       
07 20 女 韓国 韓国 韓国語 上級 2010 09/ 大学の授業
08 22 女 愛知県 愛知県 日本語       
09 23 女 中国 中国 中国語 上級， 1 級 2010 09/14 大学の授業
10(1) 21 女 愛知県 愛知県 日本語       
10(2) 20 男 京都府 京都府 日本語       
 
会話録音日時を以下に示す。 
表 2. 会話録音日時 
  第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 
会話 01 2010 10/28 2010 11/18 2010 12/9 2010 12/23 2011 1/20 
会話 02 2010 10/28 2010 11/18 2010 12/9 2010 12/23 2011 1/14 
会話 03 2010 10/29 2010 11/19 2010 12/10 2010 12/24 2011 1/20 
会話 04 2010 11/5 2010 11/24 2010 12/16 2011 1/7 2011 1/22 
会話 05 2010 11/16 2010 12/8 2011 2/8     
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こでは記入者の意思を尊重し、このまま扱うこととする。 
会話 05 に関しては、日本語母語話者である話者 10 が第 2回で参加停止したため、3回目
以降は別の発話者に変更している。便宜上、最初の協力者を話者 10(1)、交代した協力者を
話者 10(2)とする。 
発話協力者は、2010 年 9 月に来日した、立命館大学独自の短期（半年～1 年）留学生受
け入れプログラムである、SKP（Study in Kyoto Program）の留学生 5名、うち中国語母語
話者 3 名、韓国語母語話者 2 名、と立命館大学の学部生日本語母語話者である。これら、
外国人留学生と日本語母語話者の接触場面を、2010 年 10 月 28 日～2011 年 02 月 8 日にか
けて、約 3 週間おきに記録した。具体的には、学習者と母語話者 2 名 1 組のペアを 5 組設
定し、同じペアの会話をそれぞれ 5回収録すると計画している。ただし、うち、4組は全 5
回の会話の収録を終了したが、1組のみ、本稿執筆時点（2011 年 3 月 15 日）では、発話協
力者の都合により、第 3 回目で収録が停止しているため、全 23 会話の収録が済んでいる。
今後、残り 2会話を加え、合計 25 会話を記録する予定である。1会話を各 60 分録音し、そ
のうちの 10 分目から 40 分目の 30 分ずつを文字化してコーパス化し（以下、「文字コーパ
ス」）、更に、そのうちの 10 分目から 20 分目のデータには情報タグを付与し、精密なコー
パス（以下、「タグ付きコーパス」）とした。 
 2 種類のコーパスのうち、本稿で主に扱うのはタグ付コーパスである。そのデータの分量
は、本稿執筆時点（2011 年 3 月 15 日）で 4組が全 5回収録済み、残り 1組が 3回目まで収
録済みで、合計 23 会話、230 分を収録している。収録の完了している会話は、会話 01～会


































































・ 1 秒以上の沈黙 

























 話者 2人がともに 1秒以上沈黙し、音声が無い個所には「・」を打つ。1秒につき「・」
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上記のように、話者 05 の「いって言われるとぉー」と、話者 06 の「って言われると





















例文 2の中の話者 08 の 2 つ目の[ ]の箇所は音声の無いポーズの箇所だが、ここを、重





























6.3 語情報 - 形態素単位のタグの種類 
 形態素単位に付与する項目別のタグの種類をを示す。タグの詳細は、別に作成するマニ
ュアルに記述する。形態素分けは奈良先端科学技術大学院大学で開発された ChaSen version 



























































































 重なりのタグの中身は大きく 3つに分かれる。書式は「0 or 1 or 2」＋「:」+「数字-





0:0-0  重なっていない        (エンピツ) 
1:0-0  全てが重なっている      ([エンピツ]) 
2:1-2  語の初めから数えて 1文字目から 2文字分重なっている([エン]ピツ) 













































 - 170 -
期」「日本語レベル」「日本語学習法」「会話回数」「時間(以降)」「時間(以前)」である。 
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◎時間(以降) 
 会話開始から何分目以降の発話かの指定のこと。「00:00:00.0」の形式で指定し、「時間:




分:秒」となる。秒は 0.1 秒単位で指定できる。 
 
6.5 単位の規定 
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8. データについて 
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